
        運営規程 
 

（事業の目的） 

第１条 医療法人社団法人幸紀会が開設する介護老人保健施設グリーンビラ安江（以下「事業所」とい

う。）が行う指定訪問リハビリテーション（以下「訪問リハビリ」という。）及び指定介護予防訪問リ

ハビリテーション（以下「介護予防訪問リハビリ」という。）の適正な運営を確保するために人員及び

管理運営に関する事項を定め、事業所の理学療法士又は作業療法士が、要介護状態（介護予防にあっ

ては要支援状態）にある高齢者に対し、適正な指定訪問リハビリテーション（介護予防訪問リハビリ

テーション）を提供することを目的とする。 

 

（運営の方針） 

第２条 事業所の理学療法士等は、利用者の心身の特性及び置かれている環境等を踏まえて、可能な限

り居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが出来るよう配慮し、心身の機

能の維持回復が図れるよう支援する。 

２ 訪問リハビリは、医師の指示に基づき利用者の要介護状態の軽減若しくは悪化の防止又は要介護状

態となることの予防に資するようリハビリテーションの目標を設定し計画的に行うものとする。また、

その実施状況及び評価について速やかに医師に報告するものとする。 

３ 訪問リハビリ計画及び実施状況を定期的に自己評価し、常にその改善を図り訪問リハビリの質的向

上に努める。 

４ 訪問リハビリ事業の実施に当たっては、関係市町村、地域の保健・医療・福祉サービスと密接な連

携を図り、総合的なサービス提供に努めるものとする。 

 

（事業所の名称等） 

第３条 事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

①  名 称  介護老人保健施設グリーンビラ安江  

②  所在地  岐阜県岐阜市鏡島南一丁目２番３８号 

③  電話番号 ０５８－２５３－７８７８  ＦＡＸ番号 ０５８－２５３－１１２３ 

 

（職員の職種、員数及び職務の内容） 

第４条 事業所に勤務する職種、員数及び職務の内容は次のとおりとする。 

 一 管理者   １人以上（同一敷地内の事業所と兼務） 

 二 理学療法士 １人以上（同一敷地内の事業所と兼務） 

三 作業療法士 １人以上（同一敷地内の事業所と兼務） 

（１）管理者 

   管理者は、事業所の従業者及び業務の管理を一元的に行うとともに、従業者に事業に関する法令等

の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行う。 

（２）理学療法士及び作業療法士 

   管理者の命を受け、訪問リハビリ業務を懇切丁寧に行うこととする。 

 

（営業日及び営業時間） 

第５条 事業所の営業日及び営業時間は、次のとおりとする。 

① 営業日 年中無休 

② 営業時間 午前８時から午後５時までを基本営業時間とする。 

 

（サービスの利用料等） 

第６条 指定訪問リハビリテーションのサービスを提供した場合の利用料の額は、介護報酬の告示上の

額とし、指定訪問リハビリテーションが法定代理受領サービスであるときは、介護報酬告示上の額に

各利用者の介護保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。 

 

２ 指定介護予防訪問リハビリテーションを提供した場合の利用料の額は、介護報酬の告示上の額（月

単位）とし、そのサービスが法定代理受領サービスであるときは、介護報酬告示上の額に各利用者の



介護保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とする。 

３ 第１０条の通常の事業の実施地域を越えて行う事業に要した交通費は、事業所の実施地域を越える

地点から自宅までの交通費の実費を徴収する。なお、自動車を使用した場合の交通費は、次の額を徴

収する。 

① 事業所の実施地域を越える地点から、片道１０キロメートル未満  ２０００円 

② 事業所の実施地域を越える地点から、片道１０キロメートル以上  ３０００円 

 

 

（緊急時等における対応方法） 

第７条 訪問リハビリ職員は、事業の提供を行っているときに、利用者に病状の急変、その他緊急事態

が生じたときは、速やかに主治の医師に連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者に報告しなけれ

ばならない。 

 

（通常の事業の実施地域） 

第８条 通常の事業の実施地域は、岐阜市（岐阜市の定める地域区分の内、北東部全域・南東部全域を

除く）、瑞穂市、北方町、本巣市（本巣市の定める地域区分の内、本巣北部地域を除く）の区域とする。 

 

（苦情処理） 

第９条 施設は、別に定める苦情処理に関する相談窓口、処理体制、手順等により利用者及び身元引受

人からの苦情に迅速且つ適切に対応するものとする。 

 

（虐待の防止） 

第１０条 管理者を責任者とし、虐待防止検討委員会を定期的に開催し、職員研修にて虐待防止の徹底

を行う。虐待が発生した場合には、速やかに市町村の窓口に通報し、迅速かつ適切に手続きを行い、

市町村等が行う虐待等に対する調査等に協力するよう努める。 

 

（守秘義務及び個人情報の保護） 

第１１条 職員は、入所サービスを提供する上で知り得た利用者又はその家族の個人情報を、正当な理

由なく第三者に漏らすことはできない。この守秘義務は契約が終了した場合も継続する。 

 

（損害賠償責任） 

第１２条 事業所は、事業所の責任により利用者に生じた損害について、速やかにその損害を賠償しな 

ければならない。ただし、その損害の発生について、利用者に故意又は過失が認められる場合には、 

利用者の置かれた心身の状況を勘案して、相当と認められる場合に限り、事業所の損害賠償責任を減 

じることがある 

 

（その他運営についての留意事項） 

第１３条 事業所は、理学療法士等の質的向上を図るための研修の機会を次のとおり設けるものとし、

また業務体制を整備する。 

(1) 採用時研修 採用時又は採用後 1ヶ月以内 

(2) 継続研修 年 1回以上 

２ 事業所は、すべての訪問リハビリ職員等に対し、健康診断等を定期的に実施する。 

３ 訪問リハビリ職員は業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。 

４ 訪問リハビリ職員であった者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させるため、従

業者でなくなった後においてもこれらの秘密を保持するべき旨を、従業者との雇用契約の内容に含む

ものとする。 

５ この規程に定める事項のほか、運営に関する重要事項は医療法人幸紀会と事業所の管理者との協議

に基づいて定めるものとする。 

 

附 則 

この規程は、平成２９年７月１日から施行する。 

この規程は、令和 ３年４月１日から施行する。 


